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市街地建築物法が適用された六大都市を対象とし，各市の各時期に
おける都市の課題や将来像をふまえた都市・建築法制の適用・運用の
経緯と実態，100年の歴史で積み重ね実現した都市の姿，都市構造と
法制度との相関性について，追跡した。

近代建築法制100周年記念出版
日本建築学会編

市街地建築物法適用六大都市の
都市形成と法制度 

定価4,950円（本体4,500＋税）
B5判・290頁　ISBN978-4-7655-2630-2

建築法制が果たしてきた役割，制度設計の蓄積を振り返り評価すること
により，建築法制の意義についての理解を深めるとともに，現状制度が
抱えている課題を検討し，今後の建築法制のあり方について展望し，幅
広い専門家，実務者等に対してこれまでの知見の蓄積を伝える。

建築法制の制度展開の検証と
再構築への展望

定価4,950円（本体4,500＋税）
B5判・310頁　ISBN978-4-7655-2631-9

新刊図書のご案内



■最寄りの書店にこの注文書をお持ち下さい。 ■直送をご希望の方は、小社あてにFAX（03-5217-0886）するか、または郵送でお申し込み下さい。
■送料は無料です。 請求書は別送いたします。 ■個人様でご注文の場合、代引きによるお支払いとなります。お買い上げ金額10,000円（税込み）未満の場合、
　 　代引き手数料200円が発生致します。　

第1章　近代建築法制100年にみる建築・都市づくり
 1　制度よりみた都市形成の時代区分と変遷
 2　近代都市計画と都市の形成期：1919－1945
 3　戦後復興から高度成長期：1945－1968
 4　都市と制度の確立期：1968－1990年代
 5　都市再生の取り組み：1990年代以降
 年表：建築・都市関連法制度と六大都市の形成

第2章　六大都市の都市形成
 1　東京の都市形成
 2　横浜市の都市形成
 3　名古屋市の都市形成
 4　京都市の都市形成
 5　大阪市の都市形成
 6　神戸市の都市形成
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第3章　制度運用と都市づくり
 1　都市の基盤をつくる̶̶都市基盤と都市形成
 2　都市のかたちを示す̶̶土地利用と用途地域制
 3　住環境を守る̶̶高度地区と日影規制
 4　地区レベルのルールをつくる̶̶地区計画制度の発展と課題
 5　都市開発を誘導する̶̶容積インセンティブ手法
 6　景観・まちなみを形成する̶̶風致・美観の保全と景観形成

第4章　制度運用の課題と展望 
 1　六大都市の都市づくりの変遷と特徴
 2　市街地形成に関する制度・運用の変遷
 3　今後の制度と運用の再考に向けて

第1章　建築法制の構成と意義
 1.1　日本における建築法制の成立
 1.2　建築法制の意義と構成 
 1.3　単体規定の意義，運用の仕組みと効果
 1.4　集団規定の意義，運用の仕組みと効果
 1.5　建築法制をとりまく社会経済的背景の転換と
         今後の建築法制

第2章　近代建築法制100年の系譜と概説
 2.1　建築法制100年の変遷
 近代建築法制100年の系譜年表
 2.2　制度設計の歴史的検証
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建築法制の制度展開の検証と再構築への展望

第3章　建築法制の展開と課題
 3.1　制度・基準体系の展開と課題
 3.2　単体規定の制度・基準の展開と課題
 3.3　集団規定の制度展開と課題

第4章　既存建築ストック活用型社会を踏まえた
            建築法制の再構築へ向けて
 4.1　建築ストックおよび建築プロセスの的確なマネジメントへの課題
 4.2　市街地空間のマネジメントへ向けて

第5章　次世代の建築法制の担い手へのメッセージ
 5.1　建築法制史研究の動機と意義
 5.2　今後の建築法制度への視座
 5.3　建築行政をやりがいのある仕事に
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第1章　建築法制の構成と意義
　�日本における建築法制の成立／建築法制の意義と構成／単体・集団
規定の意義，運用の仕組みと効果／建築法制をとりまく社会経済的
背景の転換と今後の建築法制

第2章　近代建築法制100年の系譜と概説
　•建築法制 100 年の変遷　近代建築法制 100 年の系譜年表
　�•制度設計の歴史的検証　（1919 年「市街地建築物法」以前の建築規
制／東京市建築条例案から市街地建築物法へ／市街地建築物法にお
ける用途地域制の制度史／終戦から建築基準法制定までの建築法を
めぐる論点／建築基準法施行令の策定過程にみる建築法の転換点／
建築士をはじめとする技術者の制度／建築審査会成立初期の課題／
1970 年改正時の課題）

第3章　建築法制の展開と課題
　�•制度基準体系の展開と課題（建築確認・検査制度／建築行政の現場
から／建築新技術への対応／既存不適格・定期報告・定期検査／海
外の制度と比較した際の日本の審査手続きの特徴）

　�•単体規定の制度・基準の展開と課題（構造規定／防火・避難規定／その
他規定）

　�•集団規定の制度展開と課題（敷地・一団地認定／道路・接道規定／防火
地域制の沿革と課題／高さ・容積率制限／日影規制／建築形態規制／地区
計画／用途地域制）

第4章　既存建築ストック活用型社会を踏まえた
　　　　建築法制の再構築へ向けて
　�•建築ストックおよび建築プロセスの的確なマネジメントへの課題（既存
建築ストックの適正管理と課題／建築社会および建築プロセスの変容と課
題）

　�•市街地空間のマネジメントへ向けて（都市計画や建築紛争と訴訟の系譜
と今後の課題等／現行土地利用規制システムの論点／用途地域制：能動的
土地利用コントロールの提案／地域性に呼応する建築ルールの運用／分権
社会における「建築法制」と「まちづくり法制」の関係と展望）

第5章　次世代の建築法制の担い手へのメッセージ
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第1章　近代建築法制100年にみる建築・都市づくり
　�1　制度よりみた都市形成の時代区分と変遷
　�2　近代都市計画と都市の形成期：1919 － 1945
　�3　戦後復興から高度成長期：1945 － 1968
　�4　都市と制度の確立期：1968 － 1990 年代
　�5　都市再生の取り組み：1990 年代以降
　�年表：建築・都市関連法制度と六大都市の形成

第2章　六大都市の都市形成
　�1　東京の都市形成
　�2　横浜市の都市形成
　�3　名古屋市の都市形成
　�4　京都市の都市形成
　�5　大阪市の都市形成
　�6　神戸市の都市形成

第3章　制度運用と都市づくり
　�1　都市の基盤をつくる̶̶都市基盤と都市形成
　�2　都市のかたちを示す̶̶土地利用と用途地域制
　�3　住環境を守る̶̶高度地区と日影規制
　�4　地区レベルのルールをつくる̶̶地区計画制度の発展と課題
　�5　都市開発を誘導する̶̶容積インセンティブ手法
　�6　景観・まちなみを形成する̶̶風致・美観の保全と景観形成

第4章　制度運用の課題と展望
　�1　六大都市の都市づくりの変遷と特徴
　�2　市街地形成に関する制度・運用の変遷
　�3　今後の制度と運用の再考に向けて


